
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

  
 

          

 

土
浦
中
学
校
真
鍋
校
舎 

 

建
築
史
家
一
色
史
彦
氏
（
高
11
卒
）
は
、
昭

和
49
年
８
月
９
日
、
旧
本
館
の
保
存
修
理
の
任

を
託
さ
れ
、
屋
根
裏
を
調
査
し
た
。
そ
し
て
玄

関
上
の
屋
根
裏
で
、
設
計
者
「
県
技
師
駒
杵
勤

治
」
の
名
前
が
記
さ
れ
た
棟
札
を
見
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
、
ド
イ
ツ
人
の
設
計
と
さ
れ
て
い 

た
旧
本
館
が
、
本
県
の
近
代
初
期
の
洋
風
建
築 

に
、
多
く
の
足
跡
を
残
し
た
駒
杵
勤
治
の
設
計 

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

 
明
治
の
教
育
制
度 

と
こ
ろ
で
、
明
治
維
新
政
府
は
、
富
国
強
兵

の
旗
印
の
も
と
、
近
代
国
家
の
建
設
に
力
を
注

い
だ
。
当
然
な
が
ら
教
育
制
度
の
充
実
も
そ
の

一
環
で
あ
っ
た
。 

明
治
４
年
７
月
、
廃
藩
置
県
の
直
後
に
文
部

省
が
設
置
さ
れ
、
全
国
に
実
施
す
る
学
校
制
度

を
確
立
す
る
た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
欧

米
先
進
諸
国
の
教
育
制
度
を
調
査
研
究
し
た
り
、

国
内
の
教
育
の
実
情
を
調
査
し
た
り
し
た
一
方

で
、
「
学
制(

近
代
学
校
制
度
に
関
す
る
最
初
の

基
本
令)

」
の
起
草
の
議
論
も
急
速
に
深
ま
り
つ

つ
あ
っ
た
。
た
だ
、
学
制
の
実
施
に
係
る
予
算

に
つ
い
て
は
大
蔵
省
の
反
対
等
も
あ
り
難
航
し

て
い
た
。
し
か
し
、
翌
明
治
５
年
８
月
に
百
九

章(

条)

か
ら
な
る
「
学
制
」
が
公
布
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
学
区
制
は
フ
ラ

ン
ス
、
教
育
課
程
は
ア
メ
リ
カ
、
そ
の
他
は
オ

ラ
ン
ダ
の
影
響
が
色
濃
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 

特
に
特
徴
的
な
の
は
学
区
制
で
あ
っ
た
。
全

国
を
八
大
学
区
に
区
分
し
、
一
大
学
区
を
三
十

二
中
学
区
、
一
中
学
区
を
二
百
十
小
学
区
に
区

分
し
、
各
学
区
に
そ
れ
ぞ
れ
大
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
を
各
一
校
設
置
す
る
も
の
と
し
た
。
小

学
校
は
国
民
す
べ
て
が
就
学
す
べ
き
も
の
と
し
、

そ
の
設
立
に
は
大
変
な
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
結
果
、
近
世
後
期
に
発
達
し
た

寺
子
屋
・
私
塾
を
母
体
と
し
、
全
国
各
地
に
小

学
校
が
創
設
さ
れ
た
。
同
時
に
藩
校
等
を
基
礎

と
し
た
中
学
校
も
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
我
が
国
の
近
代
学
校
制
度
が
発
足
し

た
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

一
般
民
衆
に
と
っ
て
、
学
校
設
立
の
経
費
は
過

重
な
負
担
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
内

容
も
一
般
民
衆
の
生
活
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
学
制
の
画
一
的
な
実
施
は
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
大
変
難
し
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
西
南
戦
争

後
の
政
治
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

明
治
12
年
９
月
、
教
育
令
が
公
布
さ
れ
、
わ
ず

か
９
年
に
し
て
学
制
は
廃
止
さ
れ
た
。 

学
制
に
代
わ
る
法
令
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の

が
「
教
育
令
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
教
育
制
度
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
骨
子
は
、
学
区
制
を
廃
止
し
て
町
村

を
小
学
校
設
置
単
位
と
し
、
学
校
の
設
立
や
教

育
方
針
を
地
方
の
実
情
に
合
わ
せ
、
各
地
方
で

自
立
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、

自
由
教
育
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
地
方
分
権
的

色
彩
が
強
く
、
天
皇
制
教
育
確
立
の
動
き
と
相

反
す
る
こ
と
も
生
じ
、
翌
明
治
13
年
に
は
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
改
正
教
育
令

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
の
中
央
集
権
化

が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
改
正
教
育
令

の
も
と
で
諸
規
則
が
制
定
さ
れ
、
教
育
制
度
の

整
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
財
政
悪

化
・
経
済
不
況
の
深
刻
化
の
中
で
大
幅
な
教
育

制
度
改
革
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
り
、
明
治
18

年
に
教
育
令
の
２
回
目
の
改
正
が
公
布
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
経
費
の
節
減
を
め
ざ
し
て
学
校

教
育
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
一
定
の
制

度
整
備
を
も
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
19
年
に
な
る
と
、
文
相
森
有
礼

に
よ
り
帝
国
大
学
令
以
下
の
学
校
種
別
の
単
独

勅
令
が
制
定
さ
れ
、
教
育
令
は
実
態
を
生
み
出

さ
な
い
う
ち
に
廃
止
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。 

こ
の
間
に
、
全
国
各
地
に
小
学
校
の
設
置
が

進
み
、
中
等
教
育
諸
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
高
等

教
育
を
め
ざ
す
官
立
学
校
も
開
校
さ
れ
た
。
同

時
に
、
独
自
の
教
育
理
念
に
基
づ
く
私
学
も
大

都
市
部
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。 

土
浦
中
学
校
の
設
立 

 
 

ま
さ
に
こ
う
し
た
中
、
全
国
に
中
等
教
育
を

め
ざ
す
「
中
学
校
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
政
難
は
如
何
と
も

し
難
く
、
各
県
に
１
校
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

茨
城
で
は
、
明
治
13
年
の
水
戸
中
学
校
の
設
立
、

ま
た
栃
木
で
は
、
明
治
12
年
の
宇
都
宮
中
学
校

の
設
立
が
そ
れ
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
財
政
状
況
が
多
少
と
も
改
善
を
み

た
明
治
30
年
前
後
、
全
国
各
地
で
中
学
校
の
設

立
が
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
我
が
土
浦

中
学
校
も
、
茨
城
県
尋
常
中
学
校
分
校
と
し
て
、

下
妻
と
と
も
に
明
治
30
年
に
産
声
を
あ
げ
、
３

年
後
に
は
、
県
内
２
番
目
の
中
学
校
と
し
て
独

立
し
、
本
格
的
に
歩
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
ち

な
み
に
、
栃
木
県
の
第
二
の
中
学
校
と
も
い
う

べ
き
栃
木
中
学
校
の
設
立
は
、
明
治
29
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 

平成２３年５月１７日
茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会

第３５号 

 国指定重要文化財の旧本館は，多くの同窓生にとって郷愁の場であ

る。それが今，“人気スポット”に急浮上しているという。これまでも

しばしば映画やテレビドラマのロケ地になっているが，過日も，同窓

会員から「テレビに土浦一高の校舎が映ったけれど，いつ行けば本館

内をみることができるの？」との連絡を受けた。そこで，今回から少

しの間，この旧本館の誕生にちなんだエピソードを特集してみたい。

真鍋校舎（現在の旧本館）
の設計者駒杵勤治 

← 竣工した当時の真鍋校舎
（現在の旧本館） 



授
業
を
開
始
し
た
新
中
学
校
で
あ
っ
た
が
、

校
舎
の
建
設
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
土
浦
尋

常
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
や
郡
役
所
の
一
室
、

そ
し
て
民
家
を
借
用
す
る
な
ど
し
て
仮
住
ま
い

を
繰
り
返
し
て
い
た
。
（
『
ア
カ
ン
サ
ス
』
第
11

号
に
詳
述
） 
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明
治
30
年
４
月
７
日
、
茨
城
県
尋
常
中
学
校

土
浦
分
校
は
、
新
治
郡
土
浦
町
に
設
置
さ
れ
、

旧
土
浦
城
本
丸
跡
の
新
治
郡
役
所
に
て
事
務
を

開
始
し
た
。
そ
し
て
入
学
を
許
可
さ
れ
た
80
名

に
対
し
て
、
４
月
22
日
、
同
じ
く
郡
役
所
に
て

授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
さ
に
こ
の
日
を
、
10
年

後
の
明
治
40
年
４
月
、
創
立
十
周
年
記
念
に
際

し
、
正
式
に
本
校
の
創
立
記
念
日
に
定
め
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。 
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授
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ま
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に
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の
日
を
、
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年

後
の
明
治
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年
４
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、
創
立
十
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記
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際

し
、
正
式
に
本
校
の
創
立
記
念
日
に
定
め
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。 

学
校
は
あ
る
が
校
舎
が
な
い
、
と
い
う
窮
状

に
つ
い
て
は
、
当
時
分
校
か
ら
県
に
提
出
さ
れ

た
書
面
に
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

学
校
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あ
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校
舎
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な
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い
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窮
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い
る
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「
当
分
校
仮
校
舎
ノ
儀
、
御
指
令
之
趣
拝
承
候
処

郡
役
所
控
所
ハ
土
間
ヲ
修
繕
ス
ル
モ
僅
ニ
、
十

二
坪
ニ
テ
、
四
十
余
人
ノ
学
級
ヲ
容
ル
ベ
ク
、

到
底
旧
仮
校
舎
二
学
級
ノ
生
徒
ヲ
収
容
ス
ル
能

ハ
ズ
。
又
、
仮
校
舎(

注
・
内
西
町
十
五
番
地
ノ

民
家)

ハ
現
在
三
年
級
六
十
余
名
ヲ
容
シ
、
余
地

ヲ
遣
サ
ズ
候
ヘ
バ
、
新
募
集
生
徒
百
三
十
余
人

ノ
一
半
ヲ
モ
入
レ
難
ク
候
。
猶
過
日
御
電
書
ニ

接
シ
、
郡
長
ト
協
議
致
候
処
、
目
下
郡
会
ニ
モ

差
迫
リ
、
後
日
ハ
兎
ニ
角
、
当
月
中
ハ
是
非
貸

渡
シ
相
成
難
キ
ト
ノ
事
有
之
候
。
因
テ
、
一
時

尋
常
小
学
校
女
子
部
唱
歌
室
ヲ
借
入
レ
、
郡
役

所
人
民
控
所
並
ニ
旧
仮
校
舎
ノ
一
室
ト
ヲ
以
テ

暫
時
一
年
級
教
室
ニ
充
テ
候
事
ニ
決
定
致
ス
。

尤
モ
、
右
女
子
部
唱
歌
室
ハ
授
業
ヲ
中
止
シ
テ
、

貸
渡
候
ニ
付
、
長
ク
モ
一
ケ
月
間
ニ
止
マ
リ
、 
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本
格
的
な
校
舎
の
建
築
が
待
た
れ
る
中
、
土

浦
町
と
真
鍋
町
と
の
中
学
校
分
校
誘
致
合
戦
は

熾
烈
を
き
わ
め
て
い
っ
た
。
両
町
と
も
敷
地
の

寄
付
を
申
し
出
た
り
、
県
議
員
に
対
す
る
工
作

な
ど
も
激
し
く
展
開
さ
れ
た
り
し
た
。
そ
う
し

た
紆
余
曲
折
を
経
て
、
明
治
32
年
に
は
土
浦
町

立
田
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
12
月

に
校
舎
が
完
成
し
た
。
12
月
21
日
に
は
新
校
舎

に
移
転
し
た
が
、
そ
の
感
動
の
様
子
は
『
進
修
』

創
刊
号
（
明
治
33
年
１
月
発
行
）
に
詠
い
上
げ

ら
れ
て
い
る
。 
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「
立
田
の
朧
間
、
数
宇
巍
然
と
し
て
高
く
雲
間
に

聳
ゆ
る
も
の
、
是
れ
な
む
我
が
茨
城
県
中
学
土

浦
分
校
な
る
。
長
の
年
月
待
ち
に
待
ち
た
る
新

し
の
学
び
舎
な
る
。
吾
等
が
始
め
て
こ
こ
に
通

ひ
そ
め
た
る
は
、
実
に
梅
花
咲
く
明
治
三
十
年

四
月
二
十
一
日
な
り
き
。
さ
れ
ど
如
何
せ
ん
、

事
は
忽
卒
の
間
に
出
で
て
、
機
関
と
も
、
柱
と

も
頼
む
べ
き
一
の
校
舎
な
き
を
。 
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洋
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建
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本
館
一
棟
、
生
徒
控
所

兼
雨
天
体
操
場
一
棟
（
本
館
に
は
八
教
室
・
二

階
中
央
に
講
堂
が
配
置
）
か
ら
な
り
、
34
年
３

月
に
は
理
科
教
室
・
普
通
教
室
二
室
が
増
設
さ

れ
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
一
つ
の
学
舎
に

集
い
、
学
校
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
た
。 
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と
こ
ろ
で
、
分
校
が
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い

時
期
か
ら
、
分
校
の
独
立
に
関
す
る
動
き
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
明
治
33
年
３

月
、
文
部
大
臣
告
示
及
び
茨
城
県
知
事
告
示
に

よ
り
、
土
浦
分
校
の
独
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
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如
き
霞
浦
の
水
ほ
の
ぼ
の
と
霞
み
渡
れ
り
。
西

の
空
に
は
白
妙
の
み
雪
積
れ
る
富
士
が
嶺
高

く
聳
え
、
布
ひ
き
を
な
せ
る
桜
川
は
遙
か
に
遶

り
、
鷲
が
住
む
そ
の
筑
波
の
峯
は
窓
近
く
、
み

ど
り
滴
る
わ
が
学
び
舎
こ
そ
、
紅
塵
万
丈
、
濁

り
に
濁
り
た
る
都
の
学
校
に
ま
さ
る
な
り
。」 
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何
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開
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件
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セ
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立
田
校
舎
が
完
成
し
た
こ
と
や
第
一
回
入
学

生
が
四
年
生
に
進
級
す
る
こ
と
に
な
り
、
分
校

の
ま
ま
で
は
、
教
育
効
果
を
十
分
に
あ
げ
る
の

が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。（
卒

業
に
は
水
戸
本
校
へ
の
通
学
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
の
は
、
当
時
の
交
通
事
情

等
か
ら
、
一
部
の
生
徒
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
状

況
が
あ
っ
た
）
そ
し
て
、
明
治
33
年
４
月
１
日
、

茨
城
県
中
学
校
土
浦
分
校
は
土
浦
中
学
校
と
し

て
独
立
し
た
。
初
代
校
長
福
山
義
春
以
下
教
員

十
五
名
・
書
記
二
名
・
全
生
徒
四
百
余
名
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
同
時
に
下
妻
中
学
校
も
独

立
す
る
と
と
も
に
、
龍
ヶ
崎
に
土
浦
中
学
校
分

校
（
現
竜
ヶ
崎
一
高
）
、
水
海
道
に
下
妻
中
学
校

分
校
（
現
水
海
道
一
高
）
、
太
田
に
水
戸
中
学
校

分
校
（
現
太
田
一
高
）
の
創
設
が
、
そ
れ
ぞ
れ

発
せ
ら
れ
た
。 
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三
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に
続
く
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に
続
く
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茨城県尋常中学校土浦分校として 
使われた亀城本丸跡の新治郡役所 

洋風瓦葺２階建て立田校舎 


